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末↓ご･11イJ■といわれた前斗せさらに卜l･-1るIl本祥済の伸長ほ

膨大な.甘牛荘ぷ備な必要とした｢=什和34牛度はIl立製作

所の仝郁日周これら上凱帖Ii機器の製作に仝~力をあげ,多く

の闘技備,新≠劇凍.＼.-1をr巨ふJ!lし,‖本作灘≠~人への`illl~･

なする･力,抜術の成課透さらに而外に伸ばL,多l■ちこの製

l■-.--を1諭=l‡することができた-､=､_■/二射射ijノiに一気吊1もまたその

ノ瞳踊Ⅲ~削串に伴う仙椿の低減とし-‖-げ〔のIごり七ん--椰の払人によ

一-)て山1七人衆の文化′1ミ抑｢-=二に人いなる役1刊を来した｢新

しい咋を迎えるにあた一-)て,二の 一箱て卜の技術の戌リミをか

えりムニrゴおかたのご参考といたLたい

㌢サ電源開発の両では東北唱~力仙frプ芭滝川て･納175MWの

い三l耗故人容吊ニタービンおよび発ノ｢に機が｢丁二場`ノ己成を見た-､さ

らに一大′紳.-1二機への研究.肘′†三が進捏〕らJLてこお声),ニれと併=■■

してIl【二紬こも類例のないポイラ,タービンおよび発電機な

組合わせた,超臨肘圧テストフ■ラントによる｣.机酎廿■化かな

され将来に術えドーJれている｢

.にノj系統の一大ノ紳■を二化および変動f′しイ'直行㍍二の用人化にとも

ない揚水充′融斤の普及が11だち,すでに数m所の.設備が′ノ己

成または製竹■いである｢水力朋党を棉力経済∩引こするため

の新しい形式の水車たとえば印形水･lほ)るいほ斜流ホンソ

水車などの開発研債が虻やちれており,また34申要ノノ己成さ

れた′芯源開発御用衣発雷所紺137,5001くWフランシス水小二

およびい川〔糸.ji125,000kVA 発`■~E機はI11二卿==~旨の人`糾l】!二機

､●

人`畑-‡ニプ己′■闘て~び〕建.設とう壬`■に網叫広允に什い変圧県の申邪

･容量.止録はさらに増進し,34佃_±は掲源冊発西~東京恋高潮■

川312,000kVA_三川変比岩出まか多数の.F 斗~､一｣三人変1_1ミ器が川/~)

い■~ご′ノ己成した.-)また空誌拙晰器の製作ハ儲は20い育を超遇

し.′
ll■ii虹300lくⅤのものか製作に前｢され,さらに400lくV

扱超高=三機貨詩の抑兄もまた前々と進められている.･.

座業ノカ廿でほ鉄鋼r川リヒ計両に拭く比延機ヤ川延川`疋景

設備,運搬機などがIlだノー)た∴う4て巨木′′■こ成Lた′.･:〔1:婁誓紙`ノ:ミ

l粧虹紬≠納分塊圧祇機とその′lE;(設帖土､二とごとくトトー′

裏作所で鮒′t;されたもので,従来その~大Jt;l;分を欧米よりの

納入にま一-,ていた人形耕銑圧虻瀾笹申.症化の 一エホックと

なるものである..33佃_±初〆)て稼動Lた人形ゼンジ∵-

′しはその址凍議l措いケ好誹けいら広･∵ふ‥要を｣tfび∴i4イド度11T｢

に及ぷ設備がl月内て._設即さJLるにいたり,そのミルほ輸入

■■一丁-を除き仝部を,滝気■加工全数をIl-一/二鮒′廿桁小製作Lてい

ることはJ読も細_要の魯封′l三枝術を一要するこけ種弘柚こ対する

技術の優秀性を広く.i~飢わられたものと考`え[ノれる-･.八瞞製

鉄のノ圧‖=也lくにささiごノ己成した1､000り1の7ンローク､､の

･迅のL設備としてこう4牛皮細入された50r)t〃1の-､′ントロリ

ー形橋形クレーンは仙~缶ハ人サ打直ハも折｢封′l三能l了伽こも前Jし!

岩

7ンーコーダ､に劣ドJぬものである.｢酸素製鋼上吹転炉の増[設

に什い酸っ才/三発′巨⊥設f瑞の増■.設,容F-け曽人が11だち,多数の人

容:■ミニTOプラントか′ノ己.I成した.｢また現在製作中のパ十製鉄

瓜11酢納7,800kW帖流圧酢機は34碑文`ノ己成の航空技術朝雄

所納3,750kW･帖乱臣縮機と真に将来刀こけ機種の発根車

催l■【Tlたる抜狛状盤せ登Jイ出るであろう.､

化了1二美川とLて多数の圧縮機,送瓜機,ホンフ,化サ

きさ[l■′-Il二が′′r己成Lた1人l坂ガス納2,350kW34,000m3/hとい

㍉止録爪ノ(′紳■川二締i慣用まか,イ√f巨1化′､芦の発展に伴う椰々

の炭化■水夫ガスJl三相一機の一迫射′ドが11だつ.ご1電解用憶流器とL

て昭対局いい■ミニ多ノノニ_｢二1糾二納入される32,0001くWシリコン整

流器ぷ備は,粧潮誹りげもので,シリコン整流素了の性能

の加速t′伽虻射こ什-,て､今後さらに人容F■1∴設備に進適する

ものと相子､■J二される

上本､建設関係もまた情発で多数の万能掘削機のほか各

件の建∫投機減が造り=された.､!印旛沼十拓川として罠林名

H黒招且設≠櫛拓こ納入された2,800mllT立帥一川服紗柚流

√トンフは低｣'耕一!とLて,人形のものであるだけでなく=水

ニl榊山こ止こし首糾のホンフを申独,巾二列,ル列などの最も適

しノた週転む選択しうるよう一考慮Lてある物で,り後のトド

水瓜 排水川などの√ヱてンナの合理的運搬への道をホす 一つ

ノ~)例でふる

ど′し建.i~封呵ハ発に従いノノト気調和劫肛′受電.設帆 エレベ

ータなどの肘′巨も多か-)た､クー甘冷凍機凋西武｢i矧掃こ

納こJ)｢_Jれた川指しノ)ノ(二戸享F-ミニの800t､7501くWのほか500t以

卜のものか多放納人された.､またF-113を?1)女某とする′ト容

【l】!ニターボ?1)iJi機の効ヰ;の‥′=二は甘Lい

エレベータのlト1動運転〟式が宣成し野村ビ′し,作友銀子J■･

などここ′i~㌃十式_1モl上1動汀‖;冊リブ式のエレベータが納入され

た∴34丹春宣成した巨Ⅰクナt二場のエレベータ抑1■ヒ塔ほ今後そ

の技狛の進歩に大きな力となノア)う.-,

車何Ⅲl;=ではll描このな弥~丘化追悼こともない祈種の交流

l､㌧川ほたほな直二両圧旧紺帥i亡が.出乍されていたが,いよいよ

虹lヒ本線川EI)71ノ倒矧某いl〔がF.一差に入/)た-､これにはエク

サで卜lコン水銀整流㍑:-‡か牲使される--シリコン整流器の進

歩にしたかい,シりニュン式な=■l:州廿甘】~頼㌔肌灸む昭調に進

ん一･:､いる:

通い郁=に･ナ一汗ぃるエレクトロニクスの進歩ほいよいよ井

Lく小二務川なFノびにトけ二川行種の電1∵=~11こ機がノブご成し,ま

たこれら左‖jいた仲†のす-トメーション畏苗が糾入され

た.川鉄甜伸輔=′′約を宝】-'■∴データロガーなどがある〕

/､ラノⅠ､■トンノン=JいたHIPAC-101形ディジタル計γ1二機

か/､リーて聞椎された張′jミご_汁二鮎■-.-1され,川畑l勺の~舞子rに

.bいて好評な柑Lたび)は4⊥テJに情する.ノ



電々公社におけるクロスノミ交換方式の標 が決定し,口

ー_ソニも多数の局を製作納入した.1月鉄函館†.1)ほか一般PBX

にこおいてもクロス/ミJ誹ま署二Lく増加Lており,今後の情況

が期f､fできるっ

電子管郁門,照明部門とも製品の性能向.卜,別製しゝ亡-のl川

発に多リJしており,たとえばカラーテレビ受像管や,′

止水銀ランプなどに人きな成果を上げた.｡

電線関係でほ400kV級OFケーブルの製造‥試験および

研究設備せ克成するとともに′

場を建設し( 玖か一ま 圧

l亡‡i圧武放送電線稟負荷[軋験

部門とともにその研究体勢

を万全ならしめている｢このほか特殊OFケーブル,細心､

l･仰山ケーブルなど各種の研禦誹1が送り旧された｡

家庭川′~rE気し汀1はますますその品樺を増加し,需要はいよ

いよ増大Lた.｢よりい/-,そうの倍相性の向上と,取扱いの

便利をIl既にたゆまぬ努力が常に続けられているっ

原子力開発もいよいよっご‖一期に入り,日本原子力研究所一

納の国産一り▲原子炉りRR-3Jの本体が製作に入った.｢

粒子加速器など多くの 閃 し,また放射線掛

定器など同位元素の応用製品も多数党表された｡

またあらゆる機器に閏髄Lたオートメーション技柚の進

歩も比のがせない〕`走力ノ州行こおける経済負荷配分裳苗ヤ

日三社機運転におけるストリソフ~[l動J二■メみ制御または分塊ミ

ルのパンチカード式[l動〕犯転,二Ⅰ二場rヒ産管月日こおけるデー

タ処Il棚幾または34年度国際見本市で好評を博した立フライ

ス包謹の1■l動ならい運転などいずれもディジタル制御技術の

進歩におうものである｢

フロセス制御川~†二
町有
の進歩も肯しく,34年度も

′
ぶ
L各

の電丁菅式l'1動平衡計器,調節計,分析計などの新機種が

克成した-､これらとアナログまたほディジタル計算機を組

合わせたし るゆ｢ノ
ー+イ

分十にです紬抜の御瀾梱〃 虹

に通している､

海外への進=技術でほまずインドコトラ発電所If-J40,000

HPフ■ロベラ水･lりゴよび32,500kVA発電機など4台の完

成がありまた牒常に及ぷ人形機の受注を見た水力発電川機

器の輸=lが妓も｣【だつ_変圧器の輸出もまた盛んであった(〕

タイ[札 ユノフト他への~-~恒妬 ブラジル,スペインなどへ

類械機設 インド･タタ製鉄所向各種製鋼起重機,

朽バl冥Jタ､ムIrりデリックなどいずれも日本の技術の力を

に発揮した例の【1だったものである｡

以上のようi･こ34佃斐の技術の成果は誠に華々しい成果を

納めた〔Lかし世界の技術は一日としてとどまることなく

/＼類のを庸一ほついにロケットを‖に到達せしめることに成

功し.た丁.r†た製作所においてもこれらの成果に溝虻するこ

となく,さらに広く‖な世糾こ広げて技術の進歩に精進し

研究設封闇竹サすべての部門をあげて将来の発展に~努力を

続ける‡紺仁ごある--ノ




